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1.は じ め に

1-1.研 究 意 図

今 日,イ ンタ0ネ ッ トは人 々の生活 の 中に普及 し,イ ンターネ ッ ト上 の シ ョッピ ングサ イ ト

(以下,Webシ ョッピングサ イ ト)で は書 籍 や雑 誌 を筆頭 に,宿 泊 ・航空 ・鉄道 チケ ッ ト,衣

料 ・アクセサ リー,食 料 品,ア ル コー ル類 コ ンピュー タソフ トウェア,家 具,CD・ ビデオ ・

DVDな ど実 に様 々な商品が販売 され る ようになって きてい る。中には,自 動車 やバ イク,0戸

建 て住宅 土地 な ども扱 われている。 イ ンターネ ッ トにはWebシ ョッピングサ イ トだけで はな

く,企 業 の広報活動 を担 った企業Webサ イ トも多数存在す る。 そ こで は取扱商 品の情 報提 供,

各種 イベ ン トの情報提供,資 料 請求や問合 わせの窓 口,な ど様 々な活動が展 開 されている。

こういったWebサ イ トには商品の販売や情報提供 な どの何 らかの 目的が存在 し,そ の 目的達

成 のため にアクセス者 に対 して様 々な誘導が行われている。例 えば 商品販売 を 目的 とした場合,

ア クセス者が特定 の商品の注文 を確定 した段 階で一つの 目的が 達成 され るこ とになるが,Web

サ イ トはそ こに到達す るために,ア クセス者 に理解 しやす い情報提 供 を行い,安 心 して快適 な買

物がで きるように様 々な工 夫 を凝 らす。特定の色 配列 をとることによって ク リックボタンを 目立

たせ た り,ア クセス者の注 意 を引 くためにイ ンパ ク トのある絵柄 を組み入れ た りしてアクセス者

を導 いてい く。 また,ア クセス者がWebサ イ ト内の どこにいるのか不 明 になった り,次 に何 を

すべ きなのか困惑 した りしてい る とき,適 切 なア ドバ イス を提供す る ことで ア クセス者 をナ ビ

ゲー トしてい く。 こうい ったナ ビゲー トが うま くいけばアクセス者 はペー ジ遷移 を繰 り返 してい

くで あろ うが,ナ ビゲ ー トが うま くいか なければ アクセス者 はそのWebサ イ トを離脱 して し
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まうであろ う。

本 論文 ではWebサ イ ト内で ア クセス者 を導い てい く様 々なWebペ ー ジ属性 を検討 し,そ れ

らが サイ・ト内のペ ージ遷移 とサ イ ト離脱 とどう関係 しているか を分析 す ることが 目的である。

1-2.研 究の位置づ け

本研 究 はWebマ イニ ング とい う研究分 野に位 置づ け られ る。Webマ イニ ングには(1)Web内

容 マ イニ ング,(2>Web利 用 マ イニ ング,(3)Web構 造 マ イニ ングの主要 な研究分 野が存在す る

と指摘 されている。Web内 容マ イニ ング とは,Webペ ージに含 まれる文章 の内容 を自動 的に発

見す る ことを意図 してい る。Web利 用 マ イニ ングとは,Webサ イ トへ のア クセス者 によるア ク

セスパ ター ンを自動 的に発 見す ることを狙 っている。 また,Web構 造 マイニ ング とはWebペ ー

ジの リンク構 造 に関 す るパ ター ンを 自動 的 に発 見 す る ことを 目指 して い る(詳 細 は武田等 訳

(2004,pp102-114),Srivastava(2000)を 参 照)。 本研 究 は,Webペ ー ジに含 まれる文章 か ら

キー ワー ドを抜 き出 してデー タ化 してい るのでWeb内 容マ イニ ングと関連があ る。 また,ア ク

セス ログデ ー タの解析 を行 って い るの でWeb利 用マ イニ ング と も関連 が深 い。 さ らに,Web

ペ ージ間の リンクについて もデー タ化 して扱 ってい るので微 視的 な視 点でのWeb構 造マイニ ン

グに も関連が ある。

イ ンターネ ッ ト上 にはWebマ イニ ングに関す る数多 くの論文が公開 されてい る。 これ らを集

積 して論文 リス トを作成 ・公開 しているサ イ トが ある(例 えばCYBERmetricsを 参照)。 お よそ

70篇 の論文 を入手 して先行研究 を調べたがそ こには本研 究 と類似 した もの は存在 しなかった。

2.分 析 用 のWebペ ージ属性

アクセス者 を導 いてい くWebペ ージ属性 には様 々な ものが考 えられる。Webペ ージを構 成 し

てい る多種多様 な素材(画f象 文字列 な ど)に は,そ の形,そ の色,そ のサ イズ,そ の配置 な ど

の特徴が ある。 こういった ものがすべてア クセス者 を導いてい くことに利用 されるわけであ るが,

これ らをすべ てデー タと して把握す ることには困難が伴 う。 また,本 研究では統計 的なデー タ解

析 を意図 しているので,Webペ ー ジを可能 な限 り数字 と して把握 したい とい う思惑 もあ る。そ

こで,今 回の研究で取 り扱 うWebペ ージ属性 と しては図表2-1の ようなもの を取 り上 げた。

●当該 ファイルサ イズ

ここで の当該 フ ァイル とはアクセス され るWebペ ー ジその もの を指す。通常 はHTMLで 記

述 されているため,そ の各種 タグが多数埋 め込 まれてい る。凝 ったペ ージであ るほ ど埋 め込 まれ

ているHTMLタ グが多 くなる。従 って当該 フ ァイル内での記述 内容が多 くな り,自 然 とフ ァイ

ルサ イズが大 き くなる傾 向 にある。 また,当 該 ファイルにはコンテ ンツ としての文字列 も同時 に

埋 め込 まれている。豊富な コンテ ンツであ るほど通常 は文章が長 くなる傾 向にあ るため,こ れ に

よって も当該 ファイルサイズは大 きくなる。
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変 数 名 ・ 意 味

当該ファイルサイズ 当該Webペ ージのファイルサイズをバイ ト単位で表 したもの

りンクhtm1フ ァ イル数 当該Webペ ージから次ページや他サイ トへの リンク数

リンク画像 ファイル数 当該Webペ ージに貼 り付 けられている画像 ファイルの数

リンク画像 ファイルサ イズ 当該Webペ ージに貼 り付 けられている画像のバイ ト単位のファイルサイズ

その他 リンクファイル数 当該Webペ ージにリンクづけられているその他(例 えば音声)の ファイル数

その他 リンクファイルサイズ
当該Webペ ージにリンクづけられているその他ファイルのバイ ト単位のファイ

ルサイズ

画像領域面積 当該Webペ ージに含 まれる画像領域の面積 を平方ミリメー トルで表 した もの

文字領域面積 当該Webペ ージに含 まれる文字領域の面積 を平方ミリメー トルで表 した もの

文字領域面積構成比 文字領域の面積の構成比を百分率で表したもの

単語種類数 当該Webペ ージに含 まれる文字列か ら単語を抜 き出 し,そ の単語種類の数

この研究が行 われ た2001年 当時はまだブロー ドバ ン ド時代が到来す る以前であ り,通 常の電話

回線 を使 った ダイヤル ア ップ方式 に よるインターネ ッ トアクセスが一般的であ った。その頃 は回

線 速度が遅 く,画 像 の ようなフ ァイルサ イズ の大 きなデー タを受信 す るの にか な りの時 間がか

かった ものである。

当該 フ ァイルサ イズが大 き くなるこ とによって,ア クセス者側の ブラウザがサーバ0か ら送 ら

て くる各 種情報 を処 理す るの に時 間が か か り,Webペ ージ を表示 させ るボ タンや リンク をク

リック してか ら実際 にブラウザに よって表示 され るまでに時間がかか り,ア クセス者 にス トレス

をかけて しまう可能性があ る。 また,文 章が大量 に埋 め込 まれてい る場合 は,ア クセス者がその

膨大 な情報に困惑 して しまい,ス トレス を感 じて しまう可能性 もあ る。

以上の ような検討 によ り,当 該 フ ァイルサ イズが大 きいほ どアクセ琴者 にス トレス をかけ るこ

とにな り,こ れによってア クセス者がサ イ トを離脱 して しま うことが考 え られ る。

●リンクhtmlフ ァイル数

これは当該Webペ ー ジに埋 め込 まれ てい る他ペ ージへ の リンクの数 である。 リ ンク先 は当該

Webサ イ ト内の他 ページであるか もしれ ない し,当 該Webサ イ ト外 の他ペ ージであるか も しれ

ない。 しか しなが ら,現 段 階では両者の区別 を行 っていない。 これ は今後 の課題 である。暗黙 的

に,リ ンク先 は当該Webサ イ ト内の他ページ になってい るこ とを想 定 している。

他ページへ の リンクがゼ ロである場合,そ のページに一度 アクセスす ると抜 け出せ な くなって

しまう。ブラウザの 「戻 る」 ボ タンを使 って強制 的に前ペ ージに戻 らなければな らない。 また,

他ペ ージへ の リンクが少 数の場合,そ の リンクを見 つけ るこ とが 困難 とな り,実 質 的 にはその

ページか ら抜 け出せ な くなった とアクセス者 に誤認 される可能性 がある。行 き場 を失 ったア クセ

ス者 はそ こで当該サイ トを離脱 して しまうことが考 え られ る。
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●リンク画像 フ ァイル数 リンク画像 フ ァイルサイズ

これ らは当該Webペ ー ジに貼 り付 け られ ている画像 フ ァイルの数 とそのバ イ ト単位 のサ イズ

である。大 きな画像 はアクセス者 にス トレスを課 し,こ れに よってサイ ト離脱 を もた ら して しま

う可能性が 考え られる。

●その他 リンク ファイル数,そ の他 リンクフ ァイルサイズ

ここでのその他 リンクとは,主 と して音声デー タへ の リンクを指す。前者 は音声 デー タへ の リ

ンクがい くつあるか を表 した もの,後 者 は リンク先の音声 デー タの ファイルサ イズであ る。先 の

画像 と同様 に,こ れ らは一般的 に大 きな ファイル にな りがちである。その受信 には時 間がかかる

こ ととな り,ア クセス者 に過大 なス トレス を課す こ とにもな りかねない。音声 デー タの受信 中 に

ス トレス を感 じたア クセス者が当該サイ トを離脱 して しまうことが考 え られる。

●画像領域面積,文 字領域面積,文 字領域面積構成比,単 語種類数

これ らは文字通 りの意味をもった変数である。画像も文字もアクセス者に対 して何らかの意味

ある情報を伝えるものであるが,こ れが多 くなるとアクセス者に過大な負荷を与えることになる。

アクセス者の処理能力を超える膨大な情報量の文字や画像が提示されると,ア クセス者はス トレ

スを感 じ,こ れによって当該サイ トを離脱 してしまうかもしれない。情報量の大きさを画像領域

の面積や文字領域の面積で代替的に把握 しようというわけである。文字領域面積構成比や単語種

類数はこれと同様の趣旨で取 り上げられた。

次章 で は,Webペ ー ジ属性 を 自動的 に抽 出す るための準 備,上 の項 目の順番 に従 いつつ,ど

の ようにWebペ ージ属性 を抽 出 してい るのか を説 明す る。

3.Webペ ー ジ属 性 の 自動抽 出

Webサ イ トを構 成す るペ ー ジは数百 か ら数千 ペ ー ジに及ぶ こと もあ る。 この よ うな多 数の

Webペ ー ジにつ いてその属性 を調べ,そ れ を人手 に よってデ ータ化 してい く作業 はあ ま りに非

現実 的であ る。そのため,本 研 究で はWebペ ー ジ属性 を抽 出す るにあた り,そ れ を自動的 に行

うプログラム を開発 した。本節 では,こ の 自動抽 出 プログラムについて概 説す る。htmlフ ァイ

ル等 か らペ ー ジ属 性 を 自動 的 に測 定 す るため に今 回開発 した プ ロ グ ラム はPerlと い う コ ン

ピュー タ言語 を用 いて作 成 した。説明 を よ り具体 的 にす るため に,必 要 に応 じてPerlの 文法 を

用 いている部分があ る。

3-1.Webペ ージ属性抽出のための準備

3-1-1.必 要なフ ァイル

ペー ジ属性 を抽 出す るWebサ イ トを構成 してい るすべ てのWebペ ー ジフ ァイル とすべ ての
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画像 ファイル,及 び,す べ ての音声 ファイルな どを しか るべ きデ ィレク トリに事前 に保存 してお

く。

Webシ ョップな どを運営 してい るサイ トでは,そ のWebサ イ トの顧 客情報や取引情報 を格納

したデー タを持 っている ことが多い。その ようなサ イ トでは,ア クセス者 か らの問 い合 わせ に応

じてデー タベースにアクセス し,そ のアクセス者の氏名,住 所 などの顧客情報や過去 の購入 商品

リス トな どの該 当す るデー タを参照 ・処理 してWebペ ー ジに表示す る ことが よ くあ る。 また,

アクセス者の過去 の購 入商品分 野か ら適当 な推奨商 品 リス トを構成 し,そ れ をWebペ ージに表

示する こともあ る。

アクセス者 に固有の この ようなWebペ ージはWebサ ーバ ーによるCGIやASPの 機能 を利用

したプログラム によって リアルタイムに構成 されてい る ものであるが,現 在 のペ ージ属性 自動抽

出 プログラムではその ようなWebペ ージ には まだ うま く対 応で きてはお らず,ア クセス者 固有

の情報 を無視す るとい う対応 になっている。

3-1-2.画 像 ファイル からの文字列抽 出

現在の ところ,画 像 フ ァイルか らの文字抽 出は 自動 的には行 なわれ ない。事前 に人 間が画像

デー タを1つ ひとつ 目で確認 し,画 像 ファイル名 とそ こに含 まれる文字列 との対応表 を作成 して

お く必要があ る。その対応 表はimages.txtと い うフ ァイル名 で しかるべ きデ ィ レク トリ(後 述)

に保存 しておか なければな らない。

ページ属性の 自動抽 出プログラムで は,文 字領域 の面積 を計算 した り画像領域の面積 を計算 し

た りする際に,こ のimages.txtを 参照 し,そ れ らの数値 の微 調整 を してい る。

例 えば,あ るWebサ イ トのxxxx/imagesデ ィ レク トリに含 まれ る画像 ファイル に対 して,

images.txtと い うフ ァイル名 で次の図表3-1の よ うなテキス トフ ァイルを事前 に作 成 して お く。

なお,現 在 の 自動抽 出 プログ ラムで はimages.txtと い う名前 は固定 してお く必 要が あ り,変 更

す ることはで きない(も ちろん,ペ ージ属性抽 出プログラム を書 き直せ ばこの フ ァイル名 を変 更

図表3-1画 像ファイルに含まれる文字列のテキス トファイルへの書き出し

#カ ンマ 区切 で3つ の フ ィール ドに分 かれ る

#第1フ ィール ド:画 像 フ ァイル名,

#第2フ ィール ド:文 字列 だ けフラグ,

0=は い(文 字列 だ け)leい い え(絵 や写真 も含 まれる)

#第3フ ィール ド:フ ァイル に含 まれ る文字列

#(注 意)文 字列や絵 や写真 もな く空 白だけの場合 は第2フ ィー ル ドに0を 入 れ るこ と

#(注 意)含 まれる文字列が何 もない場合 は第3フ ィール ドには改行 のみ を入れ るこ と

goodsl.gif,0,雑 貨

goods2.gif,0,食 品

bottan.gif,0,商 品 リス ト

buy.gif,o,ご 注 文

syou.gif,o,言 羊糸田

menu1.gif,1,メ ニ ュー
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す る ことは可能)。 また,画 像 フ ァイルが格 納 されてい るデ ィレク トリには必ず1つ のimages.

txtを 作成 しておかなけれ ばならない。

ファイルの前半部分 に#記 号で始 まる行が複数存在 しているが,こ の1ような#で 始 まる行 は コ

メン トと して 自動抽 出プログラムか らは無視 される。 もちろん,こ の ような コメ ン トが必要 なけ

れ ば何 も記入 しなければよい。

この ファイルは,カ ンマ 区切 りで フィール ドが分かれてお り,第1フ ィール ドはそのデ ィレク

トリに含 まれ る画像 ファイル名が入 る。 第2フ ィール ドには,そ の画像 ファイルが文字だけ を含

んでい るか,あ るいは絵や写真が含 まれているかを表す フラグが入 る。画像 ファイルを表示 させ

た場合,そ れが文字だけの場合 は0,絵 や写真が含 まれている場合 は1を 入れ る。第3フ ィール

ドには,画 像 ファイルに含 まれ る文字列 部分 を入 れる。

上 の例で は,#行 以外 の最初の行 に,

goodsl.gif,0,雑 貨

とあ る。 これ は,第1フ ィール ドがgoods1.gif,第2フ ィール ドがo,第3フ ィー ル ドが 「雑

貨」,と な って いる ことを表 してい る。つ ま り,goods1.gifと い う画像 フ ァイル には文字 だけで

絵 や写真が含 まれてお らず,そ の文字列 は 「雑貨」で あ ることを示 してい る。

また,最 下行 には

menu1.gif,1,メ ニュー

とあ る。 この 第1フ ィー ル ドに はmenu1.gif,第2フ ィー ル ドは1,第3ブ イー ル ドは 「メ

ニュー」 となってい る。 これ らは,menu1.gifと い う画像 フ ァイルには絵 や写真 が含 まれてお り,

加 えて文字列 として 「メニュー」が含 まれている ことを表 している。

以上 までのimages.txtを 画像 フ ァイルが存 在 す るデ ィ レク トリ毎 に用意 してお け ば よい。

従 って,画 像 フ ァイル を格納 しているデ ィ レク トリが複数存在 している場合 には,そ のディ レク

トリ毎 に1つ のimages.txtフ ァイルが必要 となる。

3-2.Webペ ージ属性 自動抽出の流 れ

3-2-1.Webサ イ トを構成 するファイル リス トの作 成

●フアイル群 の定義

Webサ イ トを構成す る各種 フ ァイル群 を定義 してお く。 フ ァイルの種類 としては,htm1フ ァ

イル類 画像 ファイル類 そ の他 ファイル,と してい る。htmlフ ァイル類 には拡張子が*.html,

*.htm,審aspと なってい る ものが含 まれ る。画像 ファイル類 としては,拡 張子が 審gi£*・JPgと

なってい る ものが含 まれ る。その他 ファイル としては,拡 張子が*.wavと なっている ものが含

まれ る。 これ らの定義 は必要 に応 じて変更す ることが で きる。

●ファイル群別 のフ ァイル リス トの作成

Webサ イ トの トップデ ィレク トリか らのパ ス名付 きで各種 ファイル リス トを作 成する。UNIX
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系 の フ ァ イル リス ト表 示 コマ ン ド1sを 利 用 して フ ァイ ル リス トを取 得 す る。 その 際isコ マ ン

ドに再 帰 的 な フ ァ イル ス キ ャ ン を行 わ せ るた め に 一Rオ プ シ ョン をつ け て起 動 す る。 す る と,パ

ス名 とそ こに含 まれ る フ ァ イル 名 の一 覧 が 取 得 で き る よ う に な る。 これ をPerlの 内 部 か ら呼 び

出 し,1sコ マ ン ドの結 果 をPerlの 変 数 に格 納 す る。 そ の格 納 はPerlの ハ ッシ ュ配 列(連 想 配

列)に 行 ない,フ ァイル名 をキ ー と し,そ の キ ー に対 応 す る値 と して1を 代 入 して お く。

例 え ば,$existhpagesize3'/index.html'}=1の よ うに して キ ー とそ れ に対 応 す る値 を格 納 す る。

この場 合 のハ ッ シュ 配列 の名 前 は%existhpagesizeと な る。 なお,ハ ッシ ュ配 列 名 の先 頭 の%記

号 はexisthpagesizeが ハ ッ シ ュ配 列 で あ る こ とを示 すPerlの 言 語 上 の 仕 様 で あ る 。 また,そ の

ハ ッシ ュ配列 に キ ー を通 じて参 照 す る場 合 に はハ ッシ ュ配 列 名 の 先 頭 記号 が$印 に な る(例 え ば,

$existhpagesize{'/index.htmllD。 ハ ッ シ ュ 配 列 を 作 成 し た 後 で,%existhpagesizeと い うハ ッ

シ ュ配 列 に対 して ソindex.html'と い うキー を与 え る と1と い う値 が 帰 って くる こ とに な る。

初 め は この よ うに キ0に 対 して1と い う値 を保 持 してい るが,後 で この ハ ッシ ュ配 列 に対 して

任 意 の フ ァイル名 を キー と して与 え て その フ ァイ ル サ イズ を値 と して 再代 入 して い る。

ハ ッシ ュ配列 は文 字 列 をキ ー と して それ に対応 す る値 を検 索 す るの が 高 速 な の で,様 々 な プ ロ

グ ラムで 頻 繁 に利 用 され て い る0

こ うい っ たハ ッシ ュ配 列 をhtm1フ ァイ ル群,画 像 フ ァイ ル群 そ の他 フ ァイ ル 群 の そ れ ぞ れ

で作 成 してお く。 そ れ ぞ れ,%existhpagesize,%existpictsize,%existetcsizeと い う名 前 で ハ ッ

シ ュ配 列 を使 っ て い る。

3-2-2.各 種 ファイルのファイルサ イズの抽 出

直上 で説 明 したhtm1フ ァイル群,画 像 フ ァイル群,そ の他 ファイル群 のそれぞれのハ ッシュ

配列 に関 して,次 のような手続 きでフ ァイルサイズの抽 出と格納 を行 なう。

例 えば,htmlフ ァイル群 のハ ッシュ配列%existhpagesizeに 対 して,ま ず,そ の配列 に含 ま

れ るフ ァイル名(パ ス名付 き)を 取得 す る。続い て,そ のパ ス名付 きフ ァイル名 を引数 と して

Perlのstat関 数 を呼 び出す。Perlのstat関 数 は引数 と して指定 され たフ ァイルについての様 々

な指標 を出力 して くれ る。その中のひ とつ にバイ ト単位で測定 された ファイルサイズが あるので,

これを取得する。

パス名付 きファイル名 と取得 されたフ ァイルサイズ とを格 納す るために同 じハ ッシュ配列 に対

してパス名付 きフ ァイル名 をキー として指定 し,そ のキーに対応す る値 と して ファイルサ イズ を

格納す る。例 えば,

$existhpagesize{1/index.html'}=(stat(ソindex。html置))[7]

とす る と,%existhpagesizeと い うハ ッシュ配列の キー/index.htmlと い うWebペ ー ジに対 して

そのフ ァイルサイズが格 納 され るこ とになる。 なお,こ の式の右辺 はPerlに よるフ ァイルサ イ

ズ取得の書式例であ る。

以上 と同様 の処理 を画像 フ ァイル群 とその他 ファイル群のそれぞれに適応す るこ とで,パ ス名
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付 きファイル名 とその ファイルサ イズ との対応 を示すハ ッシュ配列が得 られ ることになる。 この

ような手続 きによって,先 程 までは値が1で あったハ ッシュ配列 に値 としてフ ァイルサイズが再

格納 される ことになる。

3-2-3.各 種 ファイルの リンク数抽出

Webペ ー ジを構 成す るhtm1フ ァイルには様 々な ファイルが リンクづ けられている。 リンク さ

れてい る ものが 〈ahref="xxxxx"〉 の ようになっている場合 は,他 ペ ージ(あ るいは他サ イ ト)

のXXXXXへ の リンク として表示 される ことになる。

リ ンク されてい る ものが 〈imgsrc="yyyyy.gif"〉 の ようになってい る場合 は,画 像yyyyy.gif

がそのペー ジに貼 り付 け られて表示 されるこ とになる。

現在 の プログラムで は,<a>タ グの属性 がhrefと なってい る場合 はそのhrefの 値 を他ペ ージ

へ の リ ンク先 と して取 得 して い る。 しか しなが ら,実 際の ところ これ だけの ルー ルで はWeb

ペー ジに直接埋 め込 まれたjavascriptな どの他の プログラム部分 を拾 って きて しまうことが ある

ので,href属 性の値 を取得 した後 に若干の ゴ ミ掃 除 をす る必要がある。

また,当 該ペー ジに貼 り付 け られている画像 ファイル名 として<img>タ グのsrc属 性で指定

されてい るyyyyy.gifと い うような値 を取得 している。

<a>タ グ,<img>タ グ以外 で貼 り付 け られ ている ものはその他 の リンクフ ァイル としてその

ファイル名 を取得 している。

ところで,こ の ように して リンク フ ァイル名 を取得す る際 には,htmlフ ァイル に含 まれ る タ

グを解析 しなけれ ばな らない。HTMLは テキス ト中に何 らかの機 能 をもった タグを埋 め込 む こ

とでペー ジを記述 するコ ンピュー タ言語 であ り,そ れは改行 を無視 し,ア ルフ ァベ ッ トの大文字

小文字 を無視 し,1個 以上のスペースは100個 で も1,000個 で も1個 と同 じに扱 った りす るな ど,

か な り自由度 の高 い書 き方 が可能で ある。そ こで,HTMLの タグを識 別 し,そ の属性 と値 を取

得す るためにPer1な どで利用可 能な正 規表現が威力 を発揮 する。 しか しなが ら,HTMLの タグ

取得 にぴった り合 った正規表現 を使わない と思 わぬ ゴミを取得 して しまうことになるため,そ の

利用 にはか な りの注意が必要 となる。そ こで,今 回のWebペ ージ属性 自動抽 出プログ ラムでは,

Perlの 拡 張 モ ジュー ル と して定評 の あ るHTML::LinkExtorを 利 用 した。 このモ ジ ュール には

htmlフ ァイルの中かか ら各種 タグ,そ の属性,そ の値 を抽出す る関数 が含 まれてい る。 なお,こ

のHTML::LinkExtorはCPAN(ComprehensivePerlArchiveNetwork,http://www.perl.com/

CPAN/)か ら入手可能である。

3-2-4.文 字列の抽 出

●htmlフ ァイルか らの文字列抽 出

htmlフ ァイルは,文 字列 としてのHTML自 身 と,そ のペ ージの コンテ ンツ を記述 した文字列

で構成 されている。htmlフ ァイルの中か らHTMLの タグ関連の部分 とそれ以外 のブラウザ に表
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示 され る有意味 な文字列 とを区別 して把握 しなけれ ばな らない。htmlフ ァイルの 中か らブラ ウ

ザ に表示 される文字列 を取得 す るには,Perl拡 張 モ ジュー ルのHTML::TreeBuilderが 利 用可能

なようであるが,こ れは まだ機能限定版 で表 やフ レームには対応 していない との ことなので,今

回はこれ を利用 してい ない。代 わ りに,Lynxと い うテキス トブ ラウザ を利用 し,こ れ によって

HTMLの タグ関連部分 とそれ以外 の文字列 との 区別 を してい る。Per1の 内部 か らLynxを 呼 び

出 し,そ の際 に引数 と してパ ス名付 きhtm1フ ァイル名 を渡 し,更 に,起 動 オ プシ ョンと して

「-dump-force_html」 をつ けて起動 させ る。 これに よって,htmiフ ァイルの 中のブ ラウザで表

示 され るコ ンテ ンツと しての文字列部分が取得で きるよ うになる。 しか しなが ら,Lynx固 有 の

テキス トメ ッセージな ども含 まれ るため,ペ ージ属性 自動抽 出プログ ラムでは,後 で不必要 な文

字列 を掃 除 してい る。

なお,LynxはWWWの 初期 の頃 に利用 されてい たブ ラウザ であ り,テ キス トのみ を表示 し,

画像 はすべ て無視 する仕様 になってい る。現在で はこれ をメイ ンに利用す るアクセス者 は極少数

であろ うが,画 像が必 要でな く,キ ーボー ドで素早いページ遷移 を したい場合 には現在で も利用

される ことがあ る。

以上 の ように してLynxを 利用 して抽 出 された文字列 を何 らか の変数 に格納 してお く。

●画像 フ ァイルか らの文字列抽 出

画像 フ ァイルの中に も文字列が含 まれているこ とが よ くある。続 いて画像 フ ァイルに含 まれる

文字列 を取得す る。そのため には,当 該ペ ージに貼 り付 け られている画像 フ ァイルについて,パ

ス名付 き画像 ファイル名 の リス トを作成 してお く。その リス トに含 まれる画像 フ ァイルが保存 さ

れているデ ィレク トリに用意 されているはず のimages.txt(3-1-2節 を参照)を 調べ,貼 り

付 け られている画像 フ ァイル に含 まれている文字列 を取得す る。

3-2-5.当 該ペ ージの文字領域面積の抽出

htmlフ ァイルか ら取得 された文字列 は,17イ ンチ のモニ ターで,解 像度1024×768ド ッ トの も

とでの デ フ ォール トサ イズ の半 角1文 字 を横 幅2.07mm,高 さ3.75mmと し,全 角 は横 幅 を

4.14mm,高 さ3.75mmと して扱 っている。

取得 された文字列 の長 さを半角基準 で計算 し(こ れ はPerlのlength関 数で取得 す る),取 得

された半角文字数 ×2.07×3.75で 文字列部分の面積 を計算 してい る。

また,画 像 ファイルか ら取得 された文字列 について も同 じモニ ター解像 度の もとで半角1文 字

の横幅 を1.54mm,そ の高 さ3.00mmと し,画 像 ファイル に含 まれ る文字列部分の面積 を,取 得

された半角文字数 ×1.54×3.00で 計算 してい る。

以上の ような半角1文 字の横幅や高 さは実際にモニ ターに表示 された全 角文字20文 字5行 分程

度 をノギスで実測 し,そ の平均値 によって全角1文 字分の横 幅 と高 さを決定 し,半 角 は横幅 を全

角の半分 と した。Webペ ージ は,プ ロポー シ ョナルな文 字表示 が一般 的であ り,全 角 文字 の横
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幅半分が半角文字の横幅 と等 しくはない。 さらに,半 角文字はその文字種 によって横幅が個 々に

異 なる。従 って,現 在 の文字領域面積 の計算 された値 は概算 的な もので あることをここに強調 し

てお く。

htmlに 含 まれ る文字列部分 の面積 に,そ のペ ージに貼 り付 け られてい る画像 フ ァイルに含 ま

れる文字列部分の面積 を加算 して,当 該ぺ0ジ の文字領域面積 と している。

当該ペ ージに貼 り付 けられている画像 フ ァイルの リス トか らパ ス名付 きの画像 ファイル名 を取

得 し,そ の画像 フ ァイルが保存 され てい るデ ィ レク トリに用意 してあ るはず のimages.txtフ ァ

イル を参 照す る。images.txtフ ァイルの第2フ ィール ドが0の 場合 はその第1フ ィール ドに記載

されている画像 フ ァイルには文字列 だけ しか含 まれていないこ とを表 してお り,ま たそのフラグ

が1の 場合 にはその画像 ファイルには文字列の他 に絵 や写真 も含 まれる ことを表 している。 この

第2フ ィール ドの0/1フ ラグを利用 して,画 像領域処理 を分 岐 させてい る。

第2フ ィール ドが0と なっている画像 フ ァイル は絵 や写真 を含 んでいないこ とを表 しているの

で,そ の場合 は,画 像 とはみ なさない。一方,第2フ ィール ドが1と なってい る場合 には少 な く

とも絵 や写真 が含 まれてい るのでそのフ ァイル を画像 ファイル とみなす ことに してい る。

ところで,第2フ ィール ドが1で あるか らとい って,そ のフ ァイル には絵や写真だけがふ くま

れてい ることを意 味 してい るわけではない。その場合 で も文字列 を含 んでいる場合がある。 ある

ファイル に絵 や写真 とともに文字列が含 まれてい る場合 は,現 在の プログラムで は,そ こに含 ま

れ る文字列 が画像 の一部 として扱われる と同時 に文字列 として も扱われる ように作 成 してある。

現在 のペ ージ属性 自動抽 出プログラムでは文字列単位 の文字サ イズ を考慮 してい ない。一般 的

に文字列 はその役 割に応 じて様 々な大 きさで表示 され る。見 出 し,小 見出 し,本 文,な どではほ

とん どのWebペ ージで異 なる文字サ イズが用 い られている。文字列部分 の大 きさは く且n>タ グ

や<font>タ グなどに よって指定 されてい るので,そ の値 を自動 的に抽 出す る ことは可 能で ある。

自動抽 出プログラムの中で様 々な文字列 にそれ ぞれの文字サイズ を関連づけてお くことも可 能で

あ る。今 後 は,文 字列単位でその大 きさを取得 し,適 当な解像度 とフォン トを仮定 した上で,文

字領域面積 や文字領域面積構成比の値 を計算す るようにプログラムを改良する必要があ ろう。

3-2-6.当 該ペ ー ジの 画 像領 域 面 積 の 抽 出

あ るhtm1フ ァ イ ル の 中 に<imgsrc="yyy∬gif"width=200height=100>の よ う な記 述 が

あ っ た場 合,そ の ペ ー ジ に はyyyyy.gifと い う画像 フ ァ イル が貼 り付 け られ て お り,そ の表 示 上

の 大 きさ は横 幅200ピ クセ ル,高 さ100ピ クセ ル で あ る こ と を この記 述 は示 して い る。

この 記 述 の 中 か らwidthの 数 値 とheightの 数 値 を抜 き出 し,表 示 上 の 画 像 面積 を算 出 して い

る。1ピ ク セ ル0.3mmで 計 算 して い る。 なお,こ の1ピ ク セ ル の大 き さは,17イ ンチ モ ニ ター

で 解 像 度1024×768ド ッ トの も とで,実 際 に い くつ か の画 像 をブ ラ ウザ上 に 表示 させ,そ の横 幅

と高 さ を ノ ギ ス で 実 測 し,そ の画 像 のwidthとheightの ピ クセ ル 数 で そ れ ぞ れ割 り算 し,平 均

的 な値 と して1ピ クセ ル をO.3mmと した。
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以上の ように して取得 されたwidthとheightの 数値 に もとつい て,画 像面積=width×height

×0.3×0.3と して計算 している。

htmlフ ァイルには複 数の画像 フ ァイルが貼 り付 けてあ るこ とが多 いので,そ のペー ジに貼 り

付 けてあ るすべ ての画像 ファイルについて上 と同様 の計算 を し,す べての画像 の面積 を合計 す る

ことで当該ページの画像領域面積 としている。 、

ところで,現 在のページ属性 自動抽 出 プログ ラムはこのような画像 サイズの記述が1行 でな さ

れてい ることを前堤 に して作 られ てい る。htmlフ ァイルの中で,

〈imgsrc="yyyyy.gifll改 行

width=200改 行

height=100改 行

〉

の ように複数行 にわた る形式 で記述 してある場合 は画像面積 の取得 に失敗 する ことになる。今 回,

事例研究で利用 したWebサ イ トでは この ような複数行 にまたが る記述 はなか ったが,他 のサ イ

トで はあ り得 る記述形式 なので,今 後 はWebペ ー ジ属性の 自動 プログラムで もきちん と対処 す

る必要があ る。

3-2-7.当 該ページに含 まれ る単語種類数の抽 出

●日本語 文章 の形態素へ の分割

西洋系 の言語 例 えば英語 では,文 章 を構成す る単語 はスペースに よって区切 られているため,

英単語 を切 り出す ことは比較 的容易であ る。 しか しなが ら,日 本語 の文章か ら日本語 の単語 を抜

き出す ことはか な りの困難が伴 う。

日本語 の文章か ら,そ れ を構成す る形態素に切 り分 けることを 「分 かち書 き」 とい うが,こ れ

を行 な うソフ トウェア として 「茶 笙chasen」 と 「kakasi」が有名 であ る。後者 はWebペ ージな

どで も利用 される ことの多 い 日本語全 文検索 システムNamazuの 前 処理 を行 なうソ フ トウェア

としてデ フォール トで利用 されてい る。分 かち書 きには 日本 語辞書が大 きな役割 を果 たすが,辞

書が比較 的小 さ く,処 理が速 く,十 分 実用 的な結果 を得 ることがで きる とい うことで,今 回の研

究ではkakasiを 利用 してい る。

例 えば,「Webペ ージのページ属性 を 自動的 に抽 出す るプログラムを開発 しま した。」 とい う

文章 をkakasiに かけて処理す ると,次 のような分 かち書 き結果 を得 る。

「Web_ペ ージ_の_ペ ージ属性_を_自 動 的_に_抽 出_す る_プ ログラム_を_開 発 し

ま した_。 」

一繋が りの 日本語文章がスペース区切 りで形態素 に分 けられ るが
,こ こでは見やす い ようにス

ペースの代 わ りに下線_で 表示 してある。
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● 日本語 としての単語 の生成

形態素 へ と分か ち書 きした ままで は語句 と しての意味が失 われ て しまい,Webペ ージの コン

テ ンツを表す もの と しては都合が悪い。そ こで,形 態素の中か ら文章 の意味 を表す重要 な単語 を

抜 き出す 必要があ る。上の文章例 では,次 の ようになろ う。 「Webペ ー ジ,ペ ー ジ属性,自 動

的,抽 出,プ ログラム,開 発 」。 こ こでは,文 章 中の助詞 な どのひ らが な部分 を削 り,「Web」

と 「ペ ージ」 とい う語句 を繋 げて 「Webペ ージ」 とい う単語 を作 った り,「ページ」 と 「属性」

とい う語句 を繋 げて 「ページ属性」 とい う単語 を作 った りしてい る。

日本 語文章 をkakasiに よって形態素へ と分 か ち書 きした後 一定 のルールに従 って語句 を再

結合 させ て有意味 な単語 を構成 している。現在の ところ,完 全ではな く簡便 なルール と して次の

ように処理 している。

》形態素 の3語 句続 きについての例

中黒 「・」で挟 まれた カタカナ語句 を結合 して ひとつの単語 にす る

「マーケテ ィング」 「・」「マ ネジメン ト」→ 「マーケテ ィング ・マ ネジ メン ト」

〉形態素 の2語 句続 きについての例

カタカナ語句 の後 に漢字語句 が続 く場合 は結合 してひ とつの単語 にする。

「マーケテ ィング」 「戦略」→ 「マーケティング戦略」

漢字語句 の後 にカタカナ語句 が続 く場合 は結合 してひ とつの単語にす る。

「戦略的」「マーケ ティング」→ 「戦略 的マーケテ ィング」

全 角アル ファベ ッ ト語句の後 にカタカナ語句が続 く場合 は結合 して ひとつ の単語 にす る。

「Web」 「マーケ ティング」→ 「Webマ ーケテ ィング」

》形態素1語 句 の例

「Web」 → 「Web」(前 後 に漢字語句や カタカナ語句が無い場合,そ のまま)

「ペ ージ」→ 「ペ ージ」(前 後 に漢字語句や カタカナ語句が無い場合,そ のまま)

「わた し」→ 「」(ひ らが なをすべ て無視)

以上の ような簡便 ルールに よって 日本 語の単語 を生成 し,当 該Webペ ージ を構成す る単語 の

種類 がい くつあるか をカウ ン トしている。 これが当該Webペ ージの単語種類 数 となる。

ところで,現 在 の ところ利用 してい ないが,Webペ ー ジのコ ンテ ンツを表す もの として単語

その もの を値 とす る変数 も用意 してあ る。当該Webペ ージに どの ような単語 が掲載 されている

かがパ ス名付 きペー ジフ ァイル名 をキーに して参照す る ことが で きる。例 えば,ト ップページ

r/i
ndex.html冒 に どの ような単語 が含 まれているかが,$keywoard;'/index.html'}の 値 としてカンマ

区切 りで単語 リス トが得 られ る。ページ別のこの ような単語 リス トは,ペ ージ毎 に リス トの長 さ

が異 な り(単 語 の数が異 な り),し か も数値属性 ではないので,分 析 に利用 する ことが なかなか

困難であ る。そのため,将 来的 な研 究のための準備 としてプログラム内 に用 意は してあるが,現
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3-2-8.文 字領域面積構成比

これまでに説明 した文字領域面積と画像領域面積を用い,次 のように文字領域面積の構成比を

計算している。

文字領域面積文字領域
面積構成比=×100文字領域面積

+画 像領域面積

Webペ ージは,表 面上,文 字領域 と画像領域 と背景によって構成されている。従って,よ り

厳密には上の式の分母には,見 えている背景部分の面積 をも加算すべきである。しかしながら,

背景部分の面積はブラウザをどの程度の大きさで開いているかによって大きく異なるものになっ

てしまい,背 景部分の面積 を特定することが困難である。今回の研究では背景部分の面積を無視

して文字領域面積の構成比を算出している。

4.離 脱型Webペ ージ と遷移 型Webペ ー ジの差 異分析

4-1.離 脱率 の高低差 を検定 するシステム

なん らかの ビジネス 目的でWebサ イ トを運営 する側 に とっては,サ イ トに訪れ たア クセス者

が どのWebペ ー ジ を閲覧 し,ど の よ うなペ ー ジ遷移 を したのか を把握 す る こ とは今 後 のWeb

サ イ トの設計改 良へ 向 けて大 きな基礎 を与 えて くれ る もの と思 われ る。同様 に,ア クセ ス者が

ぺ0ジ 遷移 を繰 り返 し,サ イ トを離脱 してい った場合 ,そ の離脱が どの ような要因 による もの な

のか を把握す るこ ともWebサ イ トの改良 に とって重要 な情報 をもた ら して くれ る もの と思われ

る。 まず は離脱要 因を取 り除 くこ とが アクセス者志 向のWebサ イ トを構 築す るため の第 一歩 と

考 え られ るか らで ある。そ こで,こ こで は離 脱要 因 の候補 として これ まで扱 って きた10個 の

Webペ ージ属性 変数 を取 り上 げ,こ れ らがサ イ トの離脱 とどの ような関係 になってい るのか を

調 べ る こ とにす る。分 析 の流 れ は図表4-1に ま とめ てあ る。 なお,こ れ以 降,離 脱 型Web

ペ ージは離脱率の多いWebペ ー ジ として捉 え,遷 移 型Webペ ージ は離脱率の少 ないWebペ ー

ジ と捉 えることにす る。

以上の分析ス テ ップをスムーズに処理す るため,分 析 シス テムを構 築 した。次項 でそれ を例示

す る。 なお,ス テ ップ2か らステ ップ4は 反復 過程 であるが,構 築 した システムでは一括処 理 し

て結果 を表示す るように している。

4-2.事 例 研 究

4-2-1.デ ー タの選択 と離脱率高低 の基準設定

以下で は実在 したWebシ ョッピングサ イ トを事例 とした分析 結果 を示 したい。 そのWebサ

イ トはアル コール飲料 を専 門に輸入 ・製造販売す る ところで あったが2002年 頃に閉鎖 され,現 在

では別形態で運営 されている。 ここでのデ・一タは2001年 を中心 と した2年 間ほ どの アクセス ログ
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図表4-1分 析の流れ

ス テ ップ1 サイ トを構成するWebペ ージを離脱率の多いWebペ ージ(A群,離 脱型Webペ ージ)と 離脱率

の少ないWebペ ージ(B群,遷 移型Webペ ージ)と に2分 割

ステップ2 あるページ属性変数に関 して,離 脱 の多いWebペ ージ(A群)の 平均値 と少 ないWebペ ージ

(B群)の 平均値 を計算

ステップ3 2群 の平均値の差の検定

ステップ4 ステ ップ2に 戻 り,他 のページ属性について も同様 に検定

ステ ップ5 すべての属性 について検定 を行 った後,離 脱の多いWebペ ージ と少ないWebペ ージとで どの

ページ属性が関係 していそうかを検討

デー タとその頃のWebサ イ トを構成す る各種 ファイル群 である。

この ような分析 を行 った先行研 究は見 当た らなか ったため,こ れか ら行 う分析 は試行錯誤 に よ

る探索 的な ものになる。そのため,探 索 的な分析 が行 いやす い ように専用 のシス テム を構築 した。

その分析 システム はWebサ0バ ー上 で動作す るCGIと してデー タ選択,各 種 設定,差 異分析 を

行 う もので,ク ライア ン トマ シンのブ ラウザ を通 して分析が で きる仕組み となってい る。

分析 にあたって,ま ず は,対 象 となる ログデー タを指 定す る。「整備後の そのままのログデー

タ」,「初 セ ッシ ョンのみ」,「ゴール到 達後 削除」,「ゴール到達セ ッシ ョン削除」,な ど,い くつ

かの視 点でデー タを削 った もの を用意 した。

また,離 脱率の高低 によって各ページ をグループ分 けするのであるが,そ の離脱率の高低 を決

め る基準 を事前 に設定 しておか なければな らない。 その設 定 は5%か ら35%ま で,2.5%キ ザ ミ

で選ぶ ことがで きる。何パ ーセ ン トの基準 を設定す るかは一概 に決定す ることがで きない。基準

値 を変更 して以下 の分析 を何回か行い,適 当な基準値 を見つける しか ない。 ここで は,何 回かの

試行錯 誤の結果,15%に 設定 して分析 を行 った。

以上の ような設定は図表4-2に 示 したように簡単 に行 うこ とがで きる。 ここで図表4-2に 提

示 されてい るログデー タの タイプについてそのポイン トを解説 してお く。

●整備後の その ままのログデータ

通常,ア クセスロ グデー タにはWebサ イ トにア クセス して きた者 の様 々なページ履歴 が記録

されている。その中 にはアクセス者の クリックシークエ ンスに よるペ ージ履歴記録 の他 に,(1)各

種検索エ ンジ ンが飛 ばす情報収集 ロボッ トがアクセス して きた記録(2)ア クセス者が ブラウザの

URL指 定窓で直接入力 したWebペ ージのURL名 の記録(3)ア クセス者が 同 じペ ージで閲覧更

新 を何度 も行 った場合 の記録 な ども残 されている。(1)の情報収 集ロボ ッ トが残 したアクセス ロ

グデータは今回の分析 では無意味 デー タとみな し,削 除 した。 また,(2)の うち,直 接入力 された

URLに 実在 しないペ ージ(ア クセス者 による入力 ミスな ど)が 含 まれてい て もそれがア クセス

ログデー タに残 ってい るので,実 在 しないWebペ ー ジをデー タか ら削除 した。(3)について は,

同 じWebペ ージを更新 に よって閲覧 してい ることが遷移 とみ なされ,こ れ によって離脱率 をい
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図表4-2ペ ージ属性に関する差異分析

1の 初セッションのみ

郷2回 目1燗 …ッション

i醜 回目以降セッション,コール到達後削除

{魏 回目購 セッシ畝 ゴール到達セッ泊 ン肖1隙

鑛

59

たず らに引 き下 げて しまうので都 合が悪 い。そ こで連続 して 同一Webペ ージを複数 回閲覧 した

場合 はそれ を1回 のア クセス とみ な し,引 き続 く連続 した同一Webペ ー ジのアクセス ログデー

タを削 除 した。以上の ような整備 を行 った ものが ここでの 「整備後 のそのままのログデータ」 を

指す。

●初 セ ッシ ョンのみ

ここでセ ッシ ョンとは,ア クセス開始 となったス ター トペ ージか らサ イ ト離脱時の最終の 閲覧

ページまでの一連のペ ージ履歴 を指す。初 セ ッシ ョンのみのデー タは,上 記 「整備後のその ま ま

の ログデー タ」 の中か ら,特 定のアクセス者 が当該Webサ イ トに初 めて アクセス して きた とき

の,ア クセス開始ページか ら離脱する までの一連のページ遷移 をデー タとして扱 った もの を指す。

初 セ ッシ ョンとはい うものの,入 手 されたアクセス ログデー タの記録 開始 日時以前 にアクセス し

ていたか どうかが不 明 なため,こ こでの初 セ ッシ ョンとい う意味 は 「入手 されたデー タの 中で」

とい う制 限つ きの ものである。

●ゴール到達後

ここでの ゴー ル とは,商 品注 文,資 料 請求,特 定情報 の提 供,ア ンケー ト回答 な ど,Webサ

イ ト運営者が設 定 した 目標 ページ を指す。実際の ところ今 回はデータ入手の制約上,「 見積 も り」

ページにアクセス した段階で便宜 的にゴール とみ な した。

「ゴー ル到達後削除」 とは,そ の アクセス者 によるセ ッシ ョンで ゴール到達後のペ ージ遷 移 の

アクセス ログを削 除 した もの を指す。 ゴール到達前 の離脱 とゴール到達後の離脱ではその意味す

る ところが大 き く異 なる。前者 はWebサ イ トの運営側 に対 してサ イ トの構造 や各Webペ ー ジ
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の問題 を投 げかける ものであ り,後 者 はあ まり問題のない離脱 であると考え られる。従 って,サ

イ ト構 造やWebペ ージの問題点 を よ り鮮 明に浮 き上が らせ るために ゴール到達後 のデー タを削

除す ることが考 え られる。 これ によって ゴールに到達 したセ ッシ ョンには離脱が存在 しない こと

になる。す るとこれが また1つ の問題 を提起す る。 ゴールに到達 したセ ッシ ョンには離脱が存在

しない ことになるので,そ の ようなセ ッシ ョンにお けるページ遷移 はすべて離脱率 を引 き下げ る

ことにつながるため都合が悪い。そ こで 「ゴール到達セ ッシ ョン削除」デー タを用意 した。 これ

は,ゴ ール に到達 したセ ッシ ョンの履歴すべ てを削除 した ものを指す。

●2回 目以降セ ッシ ョン

初 セ ッシ ョンでは どこに どの ような情 報がWebペ ージに掲 載 されてい るか をア クセス者 が知

らないため,探 索 的 なペー ジ遷移 にな りが ちであ る。 アクセス者 は初セ ッシ ョンでWebサ イ ト

の仕組み を学習 している ような ものであ る。一方,2回 目以降のセ ッシ ョンはある程度の学習 を

済 ませ た後 のセ ッシ ョンなので 目的のWebペ ージへ と比較 的スムーズ に遷移 してい くことがで

きる。 この ように探索 的な初セ ッシ ョンと目的志 向的 な2回 目以降のセ ッシ ョンとでは遷移の仕

方 に大 きな違いがあ りそ うである。それ らを分析す る際 にこのデー タを利用す る。

4-2-2.グ ループ分 けの微調整

上 の ような設定で 図表4-2に 示 されてい るGOボ タ ンをク リックす る と,サ イ トを構成 して

い るWebペ ー ジ毎 の離脱率 を表示 した ものが現 れ る。例 えば,図 表4-3が それ である。 その

図表の左 側か ら順 に,「A群 」,「B群 ⊥ グループ分 け対象か ら外す ことを意味す る 「無視」か ら

なるラジオボタ ンが表示 されてい るのがわかる。 なお,こ れ らは実在 したWebシ ョップのWeb

ペ ージ群で あるが,分 析 対象 となったWebシ ョップが特 定で きない ようにHTMLフ ァイル名

な どをワザ と判別で きない ように してあ る。

こ こでは 「A群 」が離脱 率の大 きなグループを指 し,「B群 」が離脱率 の小 さな グルー プを指

している。 「無視」 はグループ分 けの対象 か ら外 して分析 しない ことを意味 してい る。 これ らの

ラジオボタ ンの設定は先 ほ どの離脱率の高低基準 を設定 した ところか ら自動的 に行 われてい る。

こ こでの例 は離脱率高低 の基準 として15%を 採用 してい る。従 って,あ るWebペ ー ジの離脱

率が14.9%で あ った場合 は15%未 満 とい うことで離脱率の低 い方にグループ分 けされるこ とにな

る。 この辺 りの微 調整 を分析者が 目で見て判 断で きるように分析 システムが作 ってあるので,必

要 に応 じてA群 とB群 へ のグループ分 けの微調整 を行 う。

また,図 表4-3に 表示 されてい るWebぺ0ジ リス トは,ア クセス ログデ0タ を分析用 に調

整す る際 に,*htmlや.aspな どの拡張子 をもっていて オリジナルのアクセス ログデー タに記録

が残 って いるWebペ ー ジフ ァイルか ら機械 的に作 成 され た もので あるため,中 にはWebペ ー一

ジ と して相 応 し くない ものが含 まれている可能性があ る。例 えば 一 部のaspフ ァイル はWeb

ブラウザ には表示 されず,バ ックグラン ドで動作す る一種 の プログラムであ るとい うことがあ る。
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図表4-3Webペ ージ別アクセス統計と離脱率にもとつくグループ分け
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その よ うなaspフ ァイルはWebペ ージ として扱 わない方 が賢明であ ると思 われるので,こ れ ら

を分析 か ら取 り除いた方が よい。そ こで,上 記のA群 やB群 の他 に 「無視 」 を表す ラジオボタン

が用意 してあ る。Webペ ージ として扱 えない ような ものが リス トにあ る場合 は,無 視 の ラジ オ

ボタンをク リック して分析 か ら外す ことがで きる。

4-2-3.Webペ ージ別 アクセス統計

分析 対象 となるWebペ ージ とそれ に関連す るアクセス統計 としての アクセス数 離脱数 離

脱率 が図表4-3に 提示 して ある。 ところで,図 表4-3に は 「離脱1」,「 離脱 率1⊥ 「離脱4⊥

「離脱率4」,と い う類似 した列が存在す る。「離脱1」 とい うのは調整 されていない生の離脱 フ

ラグに もとつ いて集計 された離脱 であ り,そ れぞれのペ ージで何 回の離脱があ ったか を示 してい

る。 「離脱 率1」 はそれぞれのペー ジの総 アクセス数で 「離脱1」 を割 って100を かけた離脱率 を

示 してい る。一方,「 離脱4」 とい うのは,ゴ ール を 「見積 も り」ページ と した上で,そ のペ ー

ジに到達 した場合 は離脱1の フラグを消 し,離 脱 していない もの とみ な した調整 済みの離脱 を表

してい る。従 って,ゴ ールペ ージに到達 した分 だけ離脱 数が少な くな る。「離脱率4」 は総 アク

セス数 で 「離脱4」 を割 って100を かけた離脱率 を表 してい る。なお,「 離脱1」 や 「離脱4」 に

含 まれる数 字は上記の意味 を区別す るための単な る記号 で,数 字 自体 に意味 はない。

4-2-4.等 分散の検定 につ いての設定

2群 の平均値 の差の検定 を実施す る前 に,2群 の分散が等 しいか どうか を検 定 してお く必要が

ある。2群 の分散が等 しい とい う帰無仮説が統計 的に棄却で きるか どうかを調べ る等分散 の検定

がそれである。等分散の帰無仮説 が棄却で きなか った場合 の2群 の平均値 の差の検 定 と等分散 の

帰無仮説 が棄却 された場合の2群 の平均値 の差の検 定では,検 定 に用 いる計算式が異 なるのであ

る。

ここでは等分散 の検定での有意水準 を変更す ることが で きる。デ フォール トで は5%の 有意水

準 が設定 してあるが,必 要 に応 じて1%と10%の 有意水準が選べ る。有意水準 の値 を1%と 小 さ

く設定すれば 等分散 とい う帰無仮説が棄却 され に くくな り,等 分散 の もとで の2群 の平均値 の

差の検 定が行われやす くなる。一方,10%の ように有意水準 を大 きく設定す る と,等 分散の帰無

仮 説が棄却 されやす くな り,不 等分散 の もとでの2群 の平均値 の差の検定が行 われやす くなる。

通常 は5%の ままで よい と思 われ る。

必要 に応 じてデ フォール トの設定 を変更 し,あ るい は特 に変更の必要が なけれ ば,図 表4-3

の上部や下部 にあるGOボ タンをクリック して2群 の平均値 の差 の検定 を実施す る。

4-2-5.平 均値の差の検定 結果

最終 的に図表4-4か ら図表4-10の ような結果 が表示 され る。図表4-4に は整備後 のその ま

まの ログデー タを用い た場合 のA群(離 脱 率の高 いWebペ ージグルー プ〉,B群(離 脱率 の低
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図表4-4整 備後のそのままのログデータによる離脱率高低のグループ分け
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いWebペ ージグルー プ) ,分 析 で無視 され るペ ージ群,が そ れぞ れペ ージ識 別番号 で提示 して

ある。図表4-5か ら図表4-10ま で は6種 類 の2群 の平均値の差の検定結果が提示 してある。 な

お,こ れ らは両側検定 の結果 である。 それぞれは図表4-2の 初 期設定 で分析 に使用す るデー タ

タイプ を変 えて分析 を行 った ものである。 なお,図 表4-5か ら図表4-10に は図表iと 微 妙

に異 なるページID表 がそれぞれ存在 したが,こ こではその提示 を割愛 した。

表 の右端 に 「*」印が表示 されているが,こ れ らは何%水 準で統計 的に有意 であったか を示 し

ている記号である。「*****」 は両側1%水 準 で有意 「****」 は両側5%水 準 で有意 「**

*」 は両側10%水 準 で有意 「**」 は両側15%水 準 で有意 「*」 は両側20%水 準で有 意 とい う

こ とを表 している。 なお,一 般 的な統計的仮説検定 では,1%水 準 と5%水 準 を用い ることが多

く,15%や20%水 準が用い られるこ とはほとん どない。

●初 セ ッシ ョンと2回 目以降セ ッシ ョンの比較

まず 図表4-5で 整備後 のそのままのログデー タ(全 デー タ)に よる離脱率 高低 による差 の検

定結 果 を見 てみ る。文字領域面積 単語種類数 といった2つ のページ属性 が5%水 準 で統計 的に

有意 となった。す なわ ち,離 脱 率15%を 基準 と して,こ れ以上 を離脱率 の大 きいWebペ ージの

グループ,こ れ未満 を離i脱率の小 さいWebペ ー ジの グル ープ とした場合,こ の2つ の グルー プ

の文字領域面積の平均値 は統計的 に異 なるもの と主張で き,同 様 に,単 語種類 数の平均値 も統計

的 に異 なる もの と主張で きるこ とになる。文字領域面積 も単語種類 数 もいずれ も文字 に関係す る

Webペ ージ属性 変数であ る。従 って,Webペ ージ に含 まれ る文字が多 い場合 に はそのペ ージへ

のアクセス を最後に当該サ イ トか ら離脱 して しまう可能性 があるこ とをこの分析 は示唆 している。
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図表4-5
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整備後のそのままのログデータ(全 データ)に よる離脱率高低の差の検定(両 側)

ページ属性名 A群(mean) B群(mean) t値 d.f. P値 差の検定

当該ファイルサイズ(byte) 8,777.63 6,277 1,387 37.3 0.1735 *

リンクHTMLフ ァイル数 10.34 5.21 1,498 36.5 0.1428 **

リンク画像ファイル数 27.63 18.13 1,551 39.3 0.1288 **

リンク画 像 フ ァイルサ イズ(byte) 41,609.9 31,671.6 1,634 39.5 0.1101 **

その他 リンクファイル数 0.03 a 0 0 1

そ の 他 リンク ファイルサ イズ(byte) 2,044.69 0 0 0 1

画像領域面積(平 方 ミリ) 6,866.66 4,$90.07 1,562 43.6 Q.1256 **

文字領域面積(平 方ミリ) 17,601.1 6,656.25 2,404 34.7 0.0217 ****

文字領域面積構成比 59.17 57.4 0.36 108 0.7195

単語種類数 105.91 55.32 2,192 35.4 0.0351 ****

*****:1%水 準,****:5%水 準,***:10%水 準,**:15%水 準,*:20%水 準,で 有意。

図表4-6初 セ ッ シ ョンデ ー タ に よ る離 脱 率 高低 の差 の検 定(両 側)

ページ属性名 A群(mean) B群(mean> t値 d.f. P値 差の検定

当該 ファイルサ イズ(byte) 8,859.24 6,113.74 1.78 45.4 11: ***

リンクHTMLフ ァ イル数 9.95 1: 1,656 44 0.1049 **

リンク画像 ファイル数 28.76 16.95 2,148 42.9 0.0374 ****

リンク画 像 フ ァイルサ イズ(byte) 40,109.9 32,531.9 1,451 5a.s 0,153 *

その他 リンクファイル数 0.02 0 d 0 1

そ の 他 リンク ファイルサ イズ(byte) 1,703.9 0 d fl 1

画像領域面積(平 方 ミリ) 7,065.43 4,702.12 2,007 47.2 0.0505 ***

文字領域面積(平 方 ミリ) 16,372 6,468.29 2,584 41.9 0.0133 ****

文字領域面積構成比 59.23 57.4 0,374 69 Q.7093

単語種類数 101.31 54.44 2,406 42.9 0.0205 ****

*****:1%水 準,****:5%水 準,***:10%水 準,**:15%水 準,*:20%水 準,で 有意。

図 表4-72回 目 以 降の セ ッシ ョ ンデ ー タ に よ る離 脱 率 高低 の 差 の 検 定(両 側)

ページ属性名 A群(mean) B群(mean) t値 d.f. P値 差の検定

当該 フ ァイルサ イズ(byte) 9,055.96 6,395.43 1,333 1 0.1922 *

リ ンクHTMLフ ァイル数 11.04 5.41 1,357 28.5 0.1855 *

リンク画像 ファイル数 ・ ・: 18.24 1,561 29.7 0.1292 **

リ ンク画像 ファイルサ イズ(byte) 39,165.4 33,354.7 1 31.2 0.4128

その他 リンクファイル数 0 Q.01 0 0 1

そ の 他 リン クファイルサ イズ(byte) 0 872.73 0 0 1

画像領域面積(平 方ミリ) 6,942.39 5,032.94 1,279 32 0.2101

文字領域面積(平 方ミリ) 17,589.6 7,594.5 1.8 27.9 0.0827 ***

文字領域面積構成比
... 57.65 0,238 108 0.8121

単語種類数 106.64 59.39 1,684 28.2 0.1032 **

*****:1%水 準,****5%水 準,***:10%水 準,**'15%水 準,*:20%水 準 で 有 意 。
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以上 まで は有 効 なWebア クセス ログデ ー タをすべ て用 い,そ こに現れ るWebペ ー ジを分析

対象 とした。 しか しなが ら,分 析 はこれ に限 らない。例 えば,ア クセス者が初 めてそのサ イ トに

訪 れた場合 のペ ージ遷移 パ ター ンと2度 目や3度 目にそのサ イ トに訪 れた場 合 のペ ー ジ遷移パ

ター シは異なるこ とが予想 される。前者 はあ ちこちページを渡 り歩 きなが ら目的 とす るページ を

探す ようなアクセス をす るであろ うし,後 者 は目的のペ ージまで一直線 にアクセス をするであろ

う。従 って,2回 目以降のセ ッシ ョンでの アクセスログを削除 し,初 回セ ッシ ョンのみのア クセ

スログを作 り,そ こに現 れるWebペ ー ジでの離脱率 で2群 のグループ分 け を してペ ージ属性変

数 についての平均値の差の検定 をす るこ とが考 えられる。

続 いて図表4-6を 見 てみ よう。 これはアクセス者 による初 セ ッシ ョン時の アクセス ログデー

タのみ を分析対 象 と した もので ある。差 の検定結果 による と,5%水 準 で統 計 的に有 意 とな っ

た変数 は リンク画像 ファイル数,文 字領域 面積 単語種類数であ った。全 デー タの分析 では見 え

て こなかった リンク画像 フ ァイル数 の違 いが 明 らか となった。 これ は当該Webペ ージに貼 り付

け られている画像 フ ァイルの数 を指 し,離 脱率が高 いWebペ ージでは貼 り付 け られている画像

ファイル数が平均的 に多い と統計 的に主張で きる。 このこ とは,初 セ ッシ ョン時 において,画 像

が多か った り文字が多か った りな どしてアクセスに時間がかか り,ア クセス者 にス トレス を課す

ような場合にはアクセス者のサイ ト離脱 を発生 させ る ことを示唆す る もの と理解 す ることがで き

よう。

一方
,図 表4-7を 見 てみる。 これ はアクセス者 による2回 目以降の セ ッシ ョン時の アクセス

ログデー タのみ を分析対 象 とした もので ある。 なお,初 セ ッシ ョンデー タ と2回 目以 降のセ ッ

シ ョンデー タを結合す ると全 デー タとしての整備後 のそのままの ログデー タとなる。差 の検定結

果 をみ る とT5%水 準 で統 計的 に有意 とな った変数 はひ とつ も存在 しなか った。 ここで取 り上

げた10個 の変数 で離脱率 の高低 を5%水 準 で統 計 的に有 意 に識別 で きなか った とい うこ とは,

画像の多 さや文字の多 さは2回 目以降のセ ッシ ョンでは離脱 につなが らない ことを示 唆 している。

2回 以上のセ ッシ ョン行 うア クセス者 はあ る程度 強い 目的意識 を もってい ると考 え られるか ら,

その場合には多少のス トレスが あって も離脱 にはつ なが らない ことを示 唆 している ように理解 で

きる。

●ゴール到達後削除デー タに よる初セ ッシ ョンと2回 目以降セ ッシ ョンの比較

直上で行 った分析 をもう少 し突 っ込 んで検討 してみた い。Webサ イ トの運営側 に とっては,

アクセス者が何 らかの ゴールに到達 したか否 かは非常 に重要 な問題 である。 ここでのゴール とは

Webサ イ ト運営 側が 設定 した ゴー ルであ り,例 えば商 品の購 入 注文 で あ った り,資 料 請 求で

あった り,特 定の情 報提供 であった りと多様 であ り得 る。その ような ゴールに到達 したアクセス

者がその後 に離脱 して もそれは必然的な離脱 であ り,大 きな問題 とはみな されない。 ところが,

ゴール に到達 してい ない アクセス者が途 中で離脱 して しまうこ とはWebサ イ ト運営側 にとって

は何 らかの問題 を提起 してい る もの と考 え られる。Webペ ージの コ ンテ ンツが貧弱で あ ったの
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図表4-8ゴ ール到達セッション削除データによる離脱率高低の差の検定(両 側)

ページ属性名 A群(mean) B群(mean) t値 d.f. P値 差の検定

当該 フ ァイルサ イズ(byte)、 8,690.91 5,993.82 1,817 48.4 0.0754 ***

リンクHTMLフ ァ イル数 :・ .・ 1,783 46.2 0.0812 ***

リンク画像 ファイル数 28.34 1&.36 2,272 45.6 a.029 ****

リンク画 像 フ ァイルサ イズ(byte) 39,507.6 31,717.9 1,528 .・ 0.1323 **

その他 リンクファィル数 0.02 0 0 0 1

その他 リンク ファイルサ イズ(byte) 1,626.45 0 0 0 1

画像領域面積(平 方ミリ) 6,942.95 4,569.67 2,075 .・ 0.0432 ****

文字領域面積(平 方 ミリ) 16,050 6,197.88 ・:・ 44 o.aloe ****

文字領域面積構成比 59.12 57.19 o.416 ias a.s7s2

単語種類数 99.82 52.48 2,534 45.4 //1・ ****

*****:1%水 準,****:5%水 準,***:10%水 準,**:15%水 準,*:20%水 準,で 有意。

図 表4-9初 セ ッシ ョン,ゴ ール 到達 セ ッ シ ョン削 除 デ ー タ に よ る離 脱 率 高 低 の差 の検 定(両 側)

ページ属性名 A群(mean) B群(mean) t値 d.f. P値 差の検定

当該 ファイルサ イズ(byte) 8,551.91 6,164.63 1.67 51 o.10i **

リ ンクHTMLフ ァイル数 9.37 5.19 1,537 49.3 0.1308 **

リンク画像 ファイル数 27.78 16.92 2,148 ・

11・: ****

リ ンク画像 ファイルサ イズ(byte) 39,397.8 32,571.3 1.4 58.6 0.1667 *

その他 リンクファイル数 o.a2 0 0 0 1

そ の 他 リンクファイルサ イズ(byte) 1,555.74 0 0 0 1

画像領域面積(平 方 ミリ) 6,822.3 4;730.03 1,905 52.9 0.0622 ***

文字領域面積(平 方ミリ) 15,465.5 6,501.87 2,539 46.2 0.0145 ****

文字領域面積構成比 59.42 57.14 0,487 79.5 0.6275

単語種類数 97.15 54.5 2,375 ・ 0.0216 ****

*****:1%水 準,****:5%水 準,***:10%水 準**:15%水 準*:20%水 準 で有意。

図 表4-102回 目 以 降,ゴ ー ル 到 達 セ ッシ ョン削 除 デ ー タ に よ る 離脱 率 高低 の 差 の 検 定(両 側)

ページ属性名 A群(mean) B群(mean) t値 d.f. P値 差の検定

当該 フ ァイ ルサ イズ(byte) 8,434.4 &,198.7 1,481 48.5 0.1451 **

リンクHTMLフ ァイル数 9.42 5.19 1,483 47.5 0.1446 **

リンク画像 ファイル数 27.51 i7.a7 1,945 46.1 0.0579 ***

リンク画像 フ ァイルサ イズ(byte) 38,100.4 32,737.3 1,036 54.7 0.3047

その他 リンクファイル数 0.02 0 0 0 1

そ の 他 リンクフ ァイルサ イズ(byte) 1,664.28 0 0 0 1

画像領域面積(平 方 ミリ) 6,601.56 4,824.19 1.52 49.5 0.1348 **

文字領域面積(平 方 ミリ) 15,042.9 6,991.27 2,138 44.6 i1 ****

文字領域面積構成比 58.43 57.66 0,164 108 0.8699

単語種類数 92.95 57.6 1,849 46.5 0.0709 ***

*****1%水 準,****'5%水 準,***:10%水 準,**15%水 準,*120%水 準,で 有 意 。
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か,素 材 の配置が まずかったのか,リ ンクの提示位置がわか りに くかったのか,素 材 の情報量が

多す ぎてアクセス者 に多大 なス トレス を課 して しまったのか。 この ように考 える と,ゴ ールに到

達 した アクセス者の離脱 はWebサ イ トの 問題 を示 唆す る離脱 とはみ な されないので,ゴ ールに

到達 したセ ッシ ョンのアクセス ログデー タを削除す ることで分析 が よ り明確 になる と思 われる。

そ こで,ゴ ール到達セ ッシ ョンのデー タを削 除 した上で,先 と同様 に,初 セ ッシ ョンと2回 目以

降セ ッシ ョンの比較分析 を行 った。

図表4-8は 初 セ ッシ ョン と2回 目以降の区別 を しない もので,単 純 にゴー ル到達 セ ッシ ョン

の アクセス ログ を削除 したデー タで差 の検 定 を行 った もので ある。 これ に よる と,リ ンク画像

フ ァイル数 画像領 域面積 文字領域面積 単語種 類数 の4つ の変数が5%水 準 で統計 的 に有

意であった。

図表4-9は 初 セ ッシ ョンで,そ の うちゴール到達 したセ ッシ ョンの アクセス ログ を削 除 した

デー タで差の検 定 を行 った ものであ る。 これに よる と,リ ンク画像 ファイル数 文字領域面積

単語種類 数の3変 数が5%水 準で統計的 に有意であ った。離脱率が高 いWebペ ージでは これ ら

の変数の平均値 が離脱 率の低 いWebペ ージの平均値 と比べ て統計 的 に有意 な差が ある と把 握 さ

れた。 これは情報量 の多いWebペ ージはそのアクセス ・表示 に時間がかか り,こ れ に よ りアク

セス者 にス トレス を課 し,離 脱 を促 している ことが示 唆 される。 あるいは,情 報量の多 さが,ア

クセス者 の処理能力 を超 え,こ れ によるス トレスで離脱 を促 している可能性 もあ る。

図表4-10は2回 目以降セ ッシ ョンで,こ の うち ゴール に到達 したセ ッシ ョンの アクセス ログ

を削 除 したデ ー タで差 の検 定 を行 った もの であ る。 これに よ る と5%水 準 で統 計 的 に有意 と

なった変数 は文字領域面積 の1つ だけであ った。離脱 率の高いWebペ ージ と離脱率 の低 いWeb

ページでは,文 字領域面積 の平均値 に有意 な差のあ ることが統計 的に支持 された。

5.ま とめ と今 後 の課 題

5-1.ま と め

ブロー ドバ ン ド時代 の到来 以前 の分析 ではある ものの,離 脱率 の高いWebぺ7ジ と離脱率 の

低 いWebペ ージ とで は,そ れ らが提示す る情報 の量(リ ンク画像 ファイル,文 字領域面積,単

語種類数)に 統計的 な差異のある ことが把握 された。 さらに,統 計的 な差の検定 を経 てい ない も

のの,ア クセス者が初セ ッシ ョンであるか2回 目以降のセ ッシ ョンであ るかに よって も差異 のあ

る ことが把握 された。 これ らを踏 まえる と,Webサ イ トの運営 にお いて,ア クセス者 が初 セ ッ

シ ョンであるか2回 目以降の セ ッシ ョンで あるか を識 別 し,そ れに応 じたWebペ ー ジを提示 す

る必要がある といえる。特 に,初 セ ッシ ョンのアクセス者 には画像 や文字 を軽 めに してア クセス

にかかわ るス トレス を軽減 し,こ れによって離脱 を減 らして1ペ ー ジで も多 くのサ イ ト内遷移 を

して もらう工夫が必要 とい える。
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5-2.今 後の課題

今 回の研 究で は,当 該 フ ァイルサイズ(byte),リ ンクhtmlフ ァイル数 リンク画像 フ ァイ ル

数,リ ンク画像 ファイルサ イズ(byte),そ の他 リンク ファイル数 その他 リンクファイルサ イ

ズ(byte),画 像領域 面積(平 方 ミリ),文 字領域 面積(平 方 ミリ),文 字領 域面積構 成比,単 語

種類 数 をページ属性 と して取 り上 げた。それぞれの測定 にお ける問題点や課題 などはその説明

を している節や項で指摘 しておいた。

Webサ イ トの離脱 やWebペ ージの遷移 に影響 を与 える ような要 因 として は,今 回の研究で取

り上げた変 数の他 に も様 々な もの を考 えるこ とがで きる。

5-2-1.背 景色や文字列部分の色

現在のWebペ ー ジ属性 自動抽 出プログラムでは,色 属性 を抽 出 していない。 しか しなが ら,

その技術 はページに貼 り付 け られた画像 フ ァイル名な どを自動抽 出す ることと同 じなので,今 後

は色 属性 を自動抽 出す るこ とが課題 と して挙 げ られ る。

色 はRGBを 数値で表現す る ことが可 能である。Redに つい て256'x,Greenで256色,Blueで

256色 を指定す ることがで きるので,16,777,216色 を数字で表現す ることがで きる。 また,Black,

White,Midnightblueな ど,キ ー ワー ドで色 を指定す る こ ともで きる。色 キー ワー ドか らRGB

の16進 数表記 への変換 テーブル を用 意 してお けば,htmlフ ァイルか ら色属性 を自動的 に抽 出す

るこ とは容易である。

しか しなが ら,色 属性 につ いては取 り扱 いが困難 な側面 がい くつか存在する。

■1ペ ージには多数 の色が使 われてい ることが一般 的であ り,そ の多数の色 を当該Webペ ージ

の属性 としてどの ような形 でデー タと して表現す るか。

■背景色 と文字色 との組 み合せや,隣 接 する文字の文字色 の組 み合せ によっては,文 字が際立 っ

て見 えた り,霞 んで見 えた りす るため,背 景色 と文字色 との組み合 わせ をWebペ ー ジ属性

デー タとしてどの ように表現す るか。

圏背景色 と文字色 との組 み合せや,隣 接す る文字 の文字色 の組 み合 わせ によっては様 々な印象 を

アクセス者 に与 えそ うである。落 ち着いた雰 囲気,楽 しい雰 囲気,危 険 な雰囲気 な ど,色 の組

み合せ に よる心理的な影響 をどの ようにWebペ ージ属性デー タとして表現す るか。

5-2-2.背 景 画 像

背 景画像 はペ ージの印象 にか な り大 きな影響 を与 えそ うで ある。 どの ような背景 画像 がWeb

ページに貼 り付 けてあ るのか をデー タ化す ることは意義のあ ることと言 える。

また,文 字色 との組み合 せに よっては背景画像が文字 の判読 を容易 にさせた り困難 に させ た り

す る。その組 み合 わせ をWebペ ージ属性 と して どの ようにデー タ化 するか も課題である。
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5-2-3.文 字列や図の配置

配置 については,ブ ラウザ をどの ような大 きさで起 動 しているかに よってずいぶん と違 った印

象 を与 える。例 えば ブラウザ を小 さ く開いてい る場合,外 見上 は図が 中央部分 に配置 されてい

る ように見 えて も,実 は大 きなページの左上部分 に過 ぎない とい うこ とが ある。 また,表 示 がス

クロールな しの1ペ ージに収 まっているか どうか もブ ラウザ の大 きさに依存 して異 なって くる。

スクロールが必要 な場合 はアクセス者 にそれだけの負担 を強いるこ とにな り,こ れがペー ジ遷

移 や離脱 に大 きな影響 を与 えそ うである。 しか しなが ら,ア クセス者が どの程度の大 きさで ブラ

ウザ を開いているかはサ ーバー側 のログデータか らは知 る ことがで きないので,文 字列 や図の配

置をデータ化する ことはほとん ど不可 能 といえそ うである。 そ こで,モ ニター解像 度や ブラウザ

のサイズ を無視 し,htmlに 記載 されてい る配置情報(left,center,right)を 読み取 って大 まか

な配置 をデー タ化す るこ とが考 えられる。 しか しなが ら,上 下 の配置 はペー ジをス クロールす る

ことに よってその都度変化す るのでデータ化す ることは困難 である。 とは言 う ものの,最 上段 と

最下段 は識別す る ことがで きると思 われる。

5-2-4.ア クセス者属性 の考慮

以上 までの分析 は離脱 の原 因 を専 らWebペ ージの属性 に求 めていた。 しか しなが ら,ア クセ

ス者 の特性 も離脱 には大 きく関係 しているように思 われる。例 えば 目的意識の明確 なアクセス

者 は多少の情報提供過多があ ってス トレス を感 じて も,目 的 を達成す るため に簡単 には離脱 を し

ないであ ろう。一方,通 りすが りのアクセス者は興味本位の ち ょっと した アクセスなのでわずか

なス トレスに よって も離脱 して しまうとい うことが考 え られ る。今回の研 究では便宜 的に初 セ ッ

シ ョンと2回 目以降セ ッシ ョンとい う形でデー タを分割す るこ とで アクセス者属性 を間接 的に取

り扱 った。 しか しなが ら今後 の研究で はアクセス者 の属性 を積極 的 に考慮 に入 れ,そ れ をどの よ

うに変数 と して扱 うか,そ の上 で離脱 と遷移 に関す る分析 を行いたい。

5-2-5.離 脱 ・遷移に対する分析変数の非線形性の考慮

今回の研究では個々の分析変数が単独で離脱や遷移と関係しているかどうかを調べてきた。 し

かしながら,個 々の分析変数が単独ではなく,相 互に複雑 に絡み合いなが ら離脱や遷移に関係 し

ていると考えるほうが現実的である。それらの複雑な絡み合いを分析するために,今 後は決定木

を分析手法 として採用 し,分 析変数の離脱 ・遷移に対する非線形的な関係を研究したい。

通常,決 定木による分析では統計的な検定作業が伴わないため,分 析結果の妥当性を主張する

ことが困難である。そこでブートス トラップ法を適用して分析結果の妥当性を検討することを試

みたい。また,ど のような分析変数が離脱や遷移に影響を与えるかどうかを調べるため,変 数探

索アルゴリズムを採用 したい。
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